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プロジェクト概要 

【誰もが自由に活躍できる未来社会を目指し「もう１つの身体」として

のサイバネティック・アバターをデザインする】 

人々が自身の能力を最大限に発揮し、多様な人々の多彩な技能や経験を

共有できるサイバネティック・アバター技術を開発します。技能や経験

を相互に利活用する場合の制度的・倫理的課題を考慮して、人と社会に

調和した、身体的な技能や経験を流通する社会基盤を構築します。2050

年には、この流通が人と人との新たな身体的共創を生み出し、サイバネ

ティック・アバターを通じて誰もが自在な活動や挑戦を行える社会を実

現します。 

   
ＣＡを通じた能力拡張  2050 年の身体的共創ＣＡの利用イメージ 

２０３０年までのマイルストーン 

【緊急時や社会サービスの現場で、多様な人材により、素早く問題解決

できる大規模遠隔互助社会の実現】 

災害や感染症等の緊急時や、教育・社会扶助等の現場において、多分野

の専門家が多数の CA を並列・協調することによって、直接の支援やサ

ービス提供が難しい現場を効率よく互助・協働支援できる。 

【生まれながらの身体に制約されず社会参画ができる遠隔互助社会の

実現】 

CA 利用者それぞれが主体感をもって状況に貢献できる技能・経験分担

制御技術を実現する。身体・脳の制約のある人が、自らの身体的・認知・

知覚能力を自立的に拡張でき、互いが合意する他者との技能合体 CA と

も連携協調することによって、さらにこれらの能力を拡張でき、新しい

文化・芸術・スポーツ・教育活動に参画できる。 

２０２５年までのマイルストーン 

【技能や経験を互いに提供し合って能力拡張する技能合体流通社会の

実現】 

合意した複数人が、ネットワークを通じて身体・認知・知覚能力を融合

できる CA を通じて、異なる技能や経験を連携協調することによって、

身体の障碍の有無に関わらず、互いの個性を尊重し違いを活かしながら、

多様な技能や経験が求められるフィールドにおいて利用者のニーズに

応じた適切な能力拡張が行えるようになり、新しい仕事・教育・文化・

スポーツ等の特定の活動に参加できるようになる。 

研究開発体制（2024 年 4 月時点）  

 

1. 認知拡張研究グループ：身体性と社会性の認知的拡張技術 

2. 経験共有研究グループ：経験の並列化と融合的認知行動技術  

3. 技能融合研究グループ：身体技能の多様性融合技術 

4. ＣＡ基盤研究グループ：身体的共創を生み出す CA 基盤の構築と運用 

5. 社会共創研究グループ：多様性と包摂性を拡大する 

CA 社会の共創的デザイン 

6. 社会システム研究グループ：CA 時代の倫理と社会制度の設計


